
項 ⽬ 内 容

名称 バジル、バジリコ、メボウキ、ラロク [英]Basil、Sweet basil、Basilico [学

名]Ocimum basilicum

概要 バジルはインド、アフリカが原産のシソ科の⼀年⽣草本または低⽊。⾼さ20〜80

cm程度に⽣⻑する。⾹⾟料などとしてよく知られてい

るハーブでもある。

法規・制度 ■⾷薬区分

・メボウキ (アルファバーカ/バジリコ/バジル) 全草︓「医薬品的効能効果を標ぼう

しない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物

・既存添加物

⾹⾟料抽出物 (スパイス抽出物/⾹⾟料/スパイス)

■海外情報

・⽶国では、GRASに該当する。



成分の特性・品質

主な成分・性質 ・揮発性油 (リナロール、メチルチャビコール (methyl chavicol) 、ケイ⽪酸メチ

ル、シネオール、エストラゴール) (22) (29) (33) 、トリテルペノイド類

(PMID:17409539) 、フェノール類 (PMID:12848523) (PMID:11714298) など

を含む。

分析法 ・地上部のトリテルペノイド類 (PMID:17409539) およびケイ⽪酸

(PMID:17616903) をNMRにて同定した報告がある。

・メタノール抽出物中のフェノール類をNMRにて同定した報告がある

(PMID:12848523) 。

・精油中の成分をGC/MS法にて分析した報告がある (PMID:18511170) 。

・葉および花柄中のリナロール、エストラゴールなどをNMRにて同定した報告があ

る (PMID:19035561) 。

有効性
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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